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一般質問項目：町田駅ペデストリアンデッキの補修や美観化   

町田市では中心市街地の再開発を構想計画 
 町田市では、前市長時代に中心市街地の再開発

の構想を示し、稲垣新市長はそれを具体化する方

針を示しており、新市政の最大の課題になってい

くでしょう。その計画では、JR横浜線と都県境の

境川に挟まれ地域が最初の再開発対象エリアに

想定され、地元での説明会が開催されている段階

です。その後、分割した地域ごとに再開発を進め

ることになりますが、建設工事がスタートするに

も最低 10年、全容完成は 20年を要する一大事業

になるのですが、町田市が魅力ある都市であるた

めには、必要な再開発だと考えます。 

 他方で、現在の町田駅中心市街地のペデストリ

アンデッキは、中心地としては老化した様相を示

しており、私は当面の美観の維持と劣化防止策の

手当は必須な事業と考えています。  

 

 現在、ペデストリアンデッキに連なる、エス

カレーターとエレベーターの更新工事は長期

の連続した予算組み立てをしていますが、ペデ

ストリアンデッキ自体の老朽化防止、補修、美

観の回復に必要な取り組みを同時に行うべき

だと提案しました。 

無所属会派、公立小学校の学校統合計画予算費案に修正案提起     

町田市は公立学校を統合で大幅減の計画推進 
 町田市では子育て世代の転入超過が大きなニュ

ースになっています。総務省の統計調査によると、

15 歳未満の転入したのは 2115 人で、転出したのは

944 人であり、転入超過数は 1171人に達しており、

全国の市町村の中で最多となったというものです。

幼児ではいわゆる待機児童数も一転して増加する

（90人）事態が生じました。旧来、国の一般的な減

少傾向数字を元に、様々の計画展望を示してきたの

が、「町田市未来づくり研究所」ですが、近未来的に

はこの現況把握に不足があったと言えるでしょう。 

 町田市は学校統合計画の推進を企てており、次期

の計画を具体化させるためのものが今期の予算案

に盛り込まれています。無所属会派では、前期（4 年

前）から町田市の統合ありきの推進方針に異を唱

え、行政の予算案に修正案を提起してきましたが、

その見地はより強くなったといえるものです。 

 
南中学校の体育祭を来賓見学（総合体育館） 
 町田市立南中学校のグランドは、周辺小学校の建

て替え用地に長期間使用されるしわ寄せの影響を

受けています（前号参照）。その結果、中学校の体育

祭が学校のグランドを使わず、「町田市立総合体育

館」のメインアリーナに移して実施されました。生

徒さんには、エアコンが入った屋内の開催で快適で

はあるという反面、中学校の体育祭として、一般の

コースが設定されたグランドで行われる徒競走や

団体リレーが全面的にカットされ、体力向上を図る

面では不足と思われました。 

南中学校は生徒数 750 人という市内では大規模校                                                                

○支持政党なしの方々の代表＝吉田つとむの基本理念は、良識ある保守主義です。 

○吉田つとむは、「若者育成」をトップの政策に掲げています。 

◎水耕栽培メロン 世界一決定戦を開催しよう！ 

 町田市議会の無所属会派は、政党に所属しない議員 4 名で構成し、明快な議論を提起します。 
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好評インターンシップは、第

57 期生の報告掲載中。 
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総務委員会視察(米原市)鹿の害と防災 
鹿の増殖で山肌に岩石がむき出しになる 

 JR線の東海道本線と北陸本線の合流点であ

る、滋賀県米原市を総務常任委員会の視察で

訪れました。地形的には、西に温暖な琵琶湖、

東に気候の変化が大きな伊吹山（伊吹山地）

が控えています。その米原市では、この 10年

来、緑豊かな伊吹山に鹿が群生し、岩石がむ

き出しになったとのことでした。そのために、

山頂から中腹、さらに裾野に向かって土石流

が発生し、生活領域に大量の土砂が流入する

ことになりました。それによって、道路や家

屋にも土砂災害が生じ、住民の避難が必要に

なったという部分が今回の視察対象でした。 

 

左は 20年前、右は最近の伊吹山の姿 
 最近では山を下りてきたクマの害が全国的

に大きな問題になっていますが、獣害の対応

はこれまでなかなか難しかったことが新めて

問われる状況となっています。この鹿の害の

問題では温暖化によって鹿の繁殖が一挙に増

大し、山の草木を食べつくすレベルに達した

ものです。話だけでは分かりにくいものでし

たが、昨今の集中豪雨の発生によって生じた、

山の風化や土石流の映像も見せていただきま

した。その下流域はこれまで温暖な地域でし

たが、そこに新たな被害をもたらしたもので

す。丘陵地が多い町田市西部においても、山

肌の保全は見過ごせない課題と思われまし

た。 

展示会で見た地域の有力企業マルカ 
2026NEW環境展には重厚長大な機械や特装車 

 2026NEW 環境展を東京ビックサイトで見学し

たと書きましたが、この日はゴミ処理、ゴミ処

分の大型装置や機器の展示会でした。一般の輸

送機器、電気機器のメーカーではなく、ゴミ処

理、ゴミ処分専業のメーカー名が目立ちました。

この分野では、町田市の清掃工場に入っている

タクマや IHI は知っていますが、その個別機器

のメーカー名は知らずにいました。三菱の名前

が入った三菱長崎機工株式会社のブースでは、

廃棄されたリチュウムイオン電池の分別を目し

た機械がありました。強磁性体の物質を引き付

けるようですが、技法的にはわかりにくい点が

ありました。企業としては産業機械分野の製造

業と言えましょう。 

 
 大半の装置や機器は、ものを破砕する、粉砕

する、ペレット状に処理してリユース、リサイ

クルして製品化するものでした。その中に、相

模原市内の国道 16号沿いにあるマルマテクニカ

株式会社は、建設機械のアタッチメントなどの

自社製品を販売するだけではなく、超大型の輸

入機器、特装車を総代理店として取り扱ってい

ることを新めて知りました。日本中のユーザー

を対象にしていることがわかりました。日本の

製造業の中において、大型機を製造したり、取

り扱ったりする企業の重要さも学びました。 

◎ 吉田つとむのインターンシップは 1998 年に開始、2026 年 4 月末までに 116 名が参加しました。  

◎ 第 57 期インターン生は、秋と春にいずれも高校生の参加でした。一般には大学生を募集しています。 

◎2026 年夏季第 58 期生インターンシップの募集要項と申し込み要領は HP に掲載しています。 

＊次期のインターンシップは、2026年夏季第 58期生の募集を受け付け中です。 

メールは 

左記を読込

して送信 


